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昨年 11 月末日をもって
の任期満了による民生児
童委員の一斉改選におい

て、足立区民生・児童委員協議会の皆様からの推薦を
受け、前小久保会長の後任として会長を務めさせてい
ただくことになりました。甚だ微力ではありますが、
民生・児童委員各位はもとより、関連所管の行政職員
の皆さんのお支えをいただき、任期を全うできるよう
精一杯努めてまいる所存です。
民生・児童委員の活動は、昨今の社会情勢の変化に

より多岐に渡るようになっております。
少子高齢化が進み、家族や地域の支え合いの力が低

下する中、社会的孤立、ひきこもり、虐待などさまざ
まな問題が生じております。また、昨年には足立区が
高齢化率 23 区中 1位になるなど地域福祉の必要性が
高まっています。そんな中、民生・児童委員の先輩方
がこれまで築かれてきた活動に対して敬意を表しなが
ら今、我々は何をすれば時代に合った活動ができるか
を考え、地域福祉の向上の為に微力ではありますが貢
献してまいりたいと考えております。
民生・児童委員信条を活動理念におき、地域の相談

役として明るく元気な地域社会づくりをめざして、皆
様と協力して前進をしていきたいと思っております。
どうか宜しくお願いいたします。

「波に流れて気持ち良く泳ぐかわこわ深海魚」 栗原小　４年　蛭田埜乃　作

題字  

明るく元気な地域社会づくりをめざして
足立区民生・児童委員協議会　会長　市村　智　
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同

協議会会長
第四合同 9地区
市村 智

会長職務代理
第五合同鹿浜地区
野辺 陽子

生活福祉
研究部会
名取 惠

高齢者福祉
研究部会
阿部 幸子

コーラス部

南 純代

主任児童
委員会
首藤 広行

広報
委員会
益塚 賢治

子育て支援
研究部会
数山 あかね

児童福祉
研究部会
金子 みどり

障がい者福祉
研究部会
菊池 孝子

14 地区
阿部 美代子

15 地区
藤波 孝

竹の塚地区
小島 千惠子

東栗原地区
石川 祥江

花畑地区
鈴木 由美子

19 地区
髙𣘺 絹江

6 地区
田中 礼子

11 地区
隈元 千代子

7地区
内木 正夫

8地区
葉本 喜信

江新地区
茂出木 直美

江北地区
中村 すみ子

常東地区
遠間 道也

3地区
藤波 順

5 地区
北島 小夜子

18 地区
坂井 孝治

佐野地区
木内 信雄

神明地区
金子 正邦

第一合同会長
4地区
横山 堂侑

第二合同会長
東綾瀬地区
星野 雅夫

第三合同会長
10 地区
川上 重昭

第六合同会長
渕江地区
坂田 誠

第七合同会長
17 地区
小宮 俊一郎
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令和元年 12月 4日午前 10時から足立区民生委員・
児童委員委嘱状伝達式が、西新井文化ホールで開催
されました。冬の澄んだ空気の中、民生・児童委員
519 名が一堂に会し、3 年に一度の委嘱状伝達式が行
われました。今回は 59 名の新任委員が誕生しまし
た。会場に入り、役割の重大さと責任の重さをより
一層感じられたと思います。
司会者の進行により国歌・区歌の斉唱、民生委員

児童委員信条の朗読と進み、その後被委嘱者紹介に
入り、近藤区長が演台に進みました。地区ごとに起
立をし、名前を呼ばれて区長に一礼を致しました。
大変緊張した瞬間を味わいました。区長は 50 分以上
演台の前に立ち、519 名全員の顔と名前を確認し、
一礼されたことにとても感動いたしました。
その後、11 月で民生・児童委員を退任された足立

区民生・児童委員協議会小久保隆前会長へ感謝状の
贈呈がありました。謝辞では、素晴らしい先人の築
き上げた会の会長として自分が相応しいか否か不安
があったが、周囲の方々の協力をいただいてお受け
したというお話がありました。話をしている中で感
極まって声が詰る場面があり、大変なご苦労があっ
たのだろうと感じました。若い委員にも気軽に声を
掛けてくれる素晴らしい方で、退任されたのは残念
です。
市村新会長に新しい組織で新しい発想を持ち十分

ご活躍をしていただきたいと願っております。
全員が一丸となり 3 年間の民生・児童委員活動を

していくことを誓い伝達式は終了しました。
� （鹿浜地区　鈴木健治　記）

お疲れさまでした 退任の皆様

新任民生・児童委員紹介

委 嘱 状 伝 達 式

第一合同 第二合同 第三合同 第四合同 第五合同 第六合同 第七合同
長塚　敏子 鈴木　　淳 内藤　久子 髙橋　隆夫 大庫　悦子 丸山まさ子 岩戸　順子
高橋　睦子 小久保　隆 森　　春枝 藤沼眞由美 江川　淳一 横矢　秋代 澁谷　睦子
寺崎　哲夫 坂野　正章 岡本伊三雄 持木　吉子 舘山　慶子 小金井堅治 松本　睦子
大久保柳子 鵜池　孝子 京谷　信子 髙田　正明 江川せつ子 福岡佳須子 野崎智惠子
池田　信江 毛利　留一 鈴木紀代美 長尾　幸江 原田やよひ 小口よし子 浅古　有文
赤川　春惠 中田　昌子 奥泉　優子 松浦美佐江 山本　祥一 柴田　政子
秋葉　千秋 岩井　和美 溝呂木節江 舘野　房子 堀家　幸子 中﨑　幸子
篠原　久子 髙田八重子 秋葉　和江 田中　善美 藤野　俊子
杉浦　幸子 村越　清子 榎本のり子 桑原美惠子 髙橋　和彦
友金　要江 百瀬香代子 池田　節子 関根　惠子 栗原　和子
疋田　規子 鷲見　竹由 傳田　信子 宇佐美康臣 髙橋　誠一

小沼　剛夫 星野　公子 岡田　正子
小倉　一雄 坂田ヨシノ 堀江日出子

髙橋登志子 竹内　祝子
山下　節子

第一合同 第二合同 第三合同 第四合同 第五合同 第六合同 第七合同
野中　幸子 大城さつき 阿部　洋一 藤沼　壯次 村瀬ゆかり 守山　房子 阿部　梅信
富田　英紀 西田　京子 遠上　良子 小野　　正 伴　　　誠 瀧澤美佐子 星野　時江
下川　幸次 髙橋　照子 齋藤　　昇 内田　博美 金井　年子 花井　博充 梅宮由美子
金子　惠子　 安齋乃吏代 鈴木　　薫 齋藤美紀子 篠崎登志子 相澤　政子 眞野　賢枝
中川江津子 山野　　剛 原田　光就 螻　さつ子 浅香　直美 小金井あゆみ 西　　智香
金子　弘美 赤城　栄子 橋本真由美 元木　忠司 原田　明美 齋藤　尚美
齋藤　孝夫 西岡　リカ 上野　京子 向山　義一 宮田　資朗
外岡　和光 小宮　延之 林　陽佐枝 青木　愼治
佐通まり子 𠮷井　 代 濱野　厚子 木山美佐子

武田由里子 庄子　藤枝 福山ヒロミ
丸山　君代

（合同・地区・番号順、敬称略）

（合同・地区・番号順、敬称略）
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令和元年度民生・児童委員各種表彰受賞者名簿 敬称略

叙勲　瑞寶單光章 　（令和元年 5月 21 日発令）
野辺�陽子

厚生労働大臣表彰　社会福祉功労 　（令和元年 11 月 22 日現在）（　）内は基準日
小久保�隆　

東京都知事表彰 　（令和元年 10 月 1 日現在）
規則表彰　在任期間 20 年以上の方（10 名）
長塚�敏子� 北島�小夜子� 田中�礼子� 川上�重昭� 秋葉�和江� 新井�幸子� 阿部�美代子
小金井�堅治� 草間�雅子� 塙�君惠

特別功労賞　在任期間 17 年以上の方（25 名）
宮本�勝男� 松本�はな子� 坂井�成一� 梶本�三重子� 山﨑�勝� 内藤�久子� 桐田�幸子
市村�智� 山崎�道子� 伊藤�郁子� 土田�信也� 茂出木�幸子� 茂出木�直美� 鈴木�房子
舘山�慶子� 矢萩�早苗� 小宮�良子� 原田�やよひ� 小宮�謙治� 馬場�伸子� 福岡�佳須子
谷古宇�眞由美� 古庄�行夫� 小宮�俊一郎� 塩田�博子�

一般功労賞　在任期間 10 年以上の方（5名）
佐藤�和子� 村越�清子� 杉田�直子� 柴田�枝美子� 濱田�曜子

全国民生児童委員連合会会長表彰 　（平成 30 年 11 月 30 日現在）
永年勤続単位民生委員児童委員協議会役員表彰　民協会長、副会長通算で 17 年以上の方（1名）
山本�祥一

永年勤続民生委員・児童委員表彰　在任期間 10 年以上の方（9名）
松浦�惠子� 篠原�久子� 杉浦�幸子� 岩井�登茂子� 友金�要江� 海老名�佳子� 登坂�光男
澁谷�睦子� 中﨑�幸子�

全国社会福祉協議会会長表彰 　（平成 31 年 4 月 1 日現在）　
全社協会長表彰　在任期間 15 年以上で功績顕著な方（1名）
森　春枝

東京都社会福祉大会会長表彰 　（令和元年 10 月 1 日現在）
東社協会長表彰　在任期間 9年以上 10 年未満で功績顕著な方（1名）
小倉�一雄

足立区表彰 　（令和元年 10 月 1 日現在）
社会福祉功労　在任期間 10 年以上で功労顕著な方（7名）
松浦�惠子� 佐藤�和子� 岩井�登茂子� 村越�清子
杉田�直子� 柴田�枝美子� 濱田�曜子

おめでとうございます
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令和元年11月 26日（火）文京シビックホールにて第
73回東京都民生委員・児童委員大会が開催されました。

式典は昨年 9月までの 1年間に逝去された現役委員
16 名の追悼から始まり、東京都規則表彰 258 名（足
立区 10 名）、特別功労賞 501 名（同 25 名）、一般功労
賞 139 名（同 5名）の代表者に表彰状、さらに都民連
会長から民生児童委員所管職員他に感謝状が贈呈され
ました。
東京都副知事をはじめ、多くのご来賓の挨拶や祝辞

は、民生・児童委員に地域福祉のリーダ－そして、行
政との懸け橋と大きく期待が寄せられていました。
その後、大会宣言（案）が可決され板橋区民生委

員・児童委員コーラスの皆さんと「民生委員の歌」を
合唱して第一部式典が終了し、第二部は前出のコーラ
スの皆様の美しい歌声に始まり記念講演となりまし
た。� （広報委員会　記）

勝部氏は大阪府豊中市でコミュニティソーシャルワ
ーカー（ＣＳＷ）として、制度の狭間で困っている人
を助ける仕組みづくりを地域で取り組んできた方で、
2014 年放映の NHKドラマ「サイレント・プア」を
監修、「プロフェッショナル�仕事の流儀」にも出演さ
れています。
講演の冒頭で 2018 年 6 月に起きた大阪市北部地震

の際、豊中市社協は 12,000 人の見守り対象者の安否
を僅か 4時間で確認したという報告がありました。人
口 40 万人の豊中市には、民生委員を含め 8,000 人の
ボランティアがいて、平素からの地道な見守りと密な
情報交換が、功を奏したとのことでした。豊中市の活
動事例を話すたびに「豊中は特別」と言われますが、
プロセス〔地域を耕す=“地域で困っている人を生み

出さない仕組み”が大切と思う人を増やす活動〕を踏
めば、どの地域でも必ず出来ると言います。
活動の根底には、［一番厳しい人を見捨てる社会は

皆が見捨てられる社会］突然厳しい生活を強いられる
可能性は誰にでも有り、他人事と傍観するのではなく
自分たちが安心して生活できる社会を作りたい。その
ためには一人も取りこぼさない（本当に困っている人
は自分からＳＯＳを発信できないので探し出してあげ
なくてはならない）そして探し出した（排除されてい
た）人を排除から包

ほう

摂
せつ

へ、さらにすべての人に（排除
から包

ほう

摂
せつ

された人も）居場所と役割を、やがて支えら
れていた人が支える人になれる社会＝優しい社会、生
きやすい社会を目指しています。�（広報委員会　記）

「ながれるプール」
江北小　1 年　根本陸生　作

第 73 回東京都民生委員・児童委員大会

演題『ひとりぽっちをつくらない＝地域共生社会の実現と民生児童委員の役割＝』

都大会記念講演　講師 勝部 麗子 氏
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10 月 20 日（日）9時より、西新井で玉ノ井部屋祭
りが開催されました。相撲を通して、礼儀を学び・勝
つ喜び、負けた悔しさ・相手を思いやる気持ちを育む
事を目的としています。梅田から西新井に部屋が移転
してから行われ、本年で 15 回目を迎えます。
足立区を中心に各小学校に参加を呼びかけ、今回は

15 校、小学 1年生から 6年生まで約 250 人が参加し、
2学年ごとに 3ブロックに分け、熱戦が繰り広げられ
ました。豆力士による取り組みが行われるたび、会場
からは大きな拍手が沸き上がりました。その後、玉ノ

井部屋の力士による模擬店が開催され、焼き鳥・焼き
そば・フランクフルト・ちゃんこ鍋等が振舞われまし
た。輪投げやスーパーボウルすくいも好評で、参加し
た子ども達は十分に楽しんでいたようです。
力士達も普段真剣勝負で厳しい表情をしています

が、この日は、本当に楽しそうな表情で子ども達に接
しています。大相撲に興味を持ち、ここから相撲界を
代表する名力士が誕生すれば良いと思います。
� （4 地区　吉田祐一　記）

令和元年春、野辺陽子第五合同会長が、瑞
ずい

寶
ほう

單
たん

光
こう

章
しょう

を受章され、令和元年 11 月 4 日（月）に浅草ビュー
ホテルで祝賀会が開催されました。
町会自治会、PTA関係、選挙管理委員など野辺会

長にご縁のある 176 人の方々がお祝いにかけつけまし
た。小久保隆協議会会長からの主催者代表挨拶に続
き、来賓の近藤やよい区長、鹿浜昭区議会議長、寺田
晃弘東京都民生児童委員連合会会長、鴨下一郎衆議院
議員から祝辞がありました。
野辺会長から「今後は栄誉に恥じることのないよう

足立区の発展に微力ながら力を尽くす所存です」との
頼もしい謝辞がありました。大学の同級生であり、良
き理解者でありますご主人の野辺慎一様との馴れ初め
等のお話も披露されました。ピアノとフルートの素晴

らしい演奏により、明るく楽しいユーモア溢
あふ

れる祝賀
会となりました。
� （広報委員会　記）

シリーズ 「子どもたちはいま」 玉ノ井部屋祭り

野辺陽子氏　瑞寶單光章　受章を祝う会
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改選に伴い、3年に 1度の「足立区民生・児童委員
協議会全員食事会」が令和元年 10 月 15 日（火）新築
された日比谷の東京會舘にて開催されました。10 月
11 日の台風 19 号の影響で足立区では予定されていた
「あだち区民まつり」も中止になり、区内全域に避難
勧告も発令され、各地区では避難所の開設など慌しか
った日々が落ち着きを取り戻したのち、来賓 59 名を
お迎えして総勢 536 名参加の食事会となりました。
来賓挨拶では鹿浜昭区議会議長、貫名通生東京都民

生児童委員連合会副会長、公務の為欠席された近藤や
よい区長に代わり、中村明慶福祉部長から災害時にお
ける行政の取り組みのお話と、民生・児童委員への日
頃の活動や見守りに対しての御礼のお言葉を頂きまし
た。中田貢弘足立区社会福祉協議会会長からは、3Ｋ
（感謝・健康・家庭）のお話を頂きました。
続いて、台風 15 号の災害で被災された足立区と災

害時相互応援協定を結んでいる千葉県鋸南町に、足立
区民生・児童委員協議会から 275,000 円の義援金が贈

られました。
アトラクションでは、福井愛子＆吉岡稔「ブライン

ドダンスショー」が催され、全盲の福井さんの前向き
な生き方に感銘を受けました。
参加者全員で「花咲く郷土」の合唱後、今年度退任

される 76 名の民生・児童委員に花束の贈呈があり、
閉会となりました。� （17 地区　金子みどり　記）

10 月 15 日 民生・児童委員協議会　全員食事会

感謝状贈呈式
令和元年 12 月 17 日（火）浅草ビューホテルに於い

て、一斉改選により民生・児童委員を退任された皆さ
まをお招きして『感謝状贈呈式』が足立区と民生・児
童委員協議会共催で開催されました。退任委員は 76
名、在任期間の一番長かった方は 36 年 5 か月でした。

懇親会では、多くの方々が退任して、気持ちが楽に
なったと言っていらして、民生・児童委員活動に真摯
に向き合っていたことに感銘を受けました。

� （�6 地区　田中礼子　記）

▲小久保 隆　前連合会長　ご挨拶の様子
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長年「さくら」の発行に大変尽力されました鶴田
前委員長をはじめ半数近くのメンバーが広報委員会
を退任され、大変お疲れ様でした。私は何も解らず
広報委員になり、先輩方の後をついて行くだけでし
た。月に一度の広報委員会では顔を合わす機会の少

ない他合同の方の話が聞けて色々な事を知る場とな
っています。
これからも皆さまのご意見を参考に工夫しながら

多くの方々に読んでいただけるように努力してまい
ります。� （�5 地区　松浦惠子　記）
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昨年の民生・児童委員改選にあたり、広報委員会は
退任者中心に座談会を行いました。苦労したことや良
かったことは？　担当記事やシリーズで一番心に残っ
たものは？　などアンケート調査も含め皆で話し合い
ました。
退任委員のほとんどが 2期、3期と続けて頂いた方

ですが、月 1回の委員会もほぼ休まず出席し、和気あ
いあいとして、毎月楽しかったと言っています。また
「良かったことは広報委員の方々と親しくなれたこと」
と答えた方もいました。
心に残った記事は？の質問には「小学校からお借り

した絵画が、カラー版の表紙絵になったこと。そして
同じ号で、その小学校の開かれた学校づくり協議会の
活動で児童の絵画を地域で紹介している内容の記事が
載ったこと」との答えや「合同の研修旅行の記事を担
当し、ハンセン病の療養所『全生園』のことを書きま
したが、広報 9年間で一番重い課題でした」との答え
もありました。
広報紙『さくら』は、民生・児童委員活動の記録を

残すという役割を担っていますが、気づきにくいささ
やかな心温まる話や、見落としがちな困りごとなど、
皆さんにお伝えしたい記事もたくさんあります。広報
委員会を退任しても、アンテナを張り巡らして、積極
的に投稿しようということでまとまりました。
� （6 地区　田中礼子　記）

「どんぐりを食べてる　リス」
高野小　5 年　浜野一輝　作

＜訃報＞第四合同�9 地区　清水　敬子（シミズ　ケイコ）委員　逝去　ここに謹んで哀悼の意を表します。

◦皆様の原稿を募集いたします（原稿は未発表のものに限ります）。次号発行予定日 7 月 1 日

「すごい　いろ」
高野小　1 年　中川結仁　作

広報委員会座談会


